
資料1  

歯科保健と食育の在り方に関する検討会について  

1．目的   

近年、口腔の健康と全身と健康との関係が注目されており、その基盤となる小児期から  

「食育」を推進していくことは重要である。また、平成19年4月に策定された「新健康フ  

ロンティア戦略」においても、食育の推進について言匡われている。   

「食育」については、昨年6月に、日本歯科医師会等関係4団体から「食育推進宣言」  

が発表されるなど、関係団体からの関心も非常に高い。   

－一方で、8020運動が提唱されてから本年で20周年を迎え、これまでの対策に加え、「食  

育」への関わりや、高齢者への対策など、新たな観点から歯科保健対策を推進していくこ  

とが求められているところである。   

このことから、本検討会では、歯科保健の視点を含め、様々な立場から「食育」を推進  

していくための方法を検討することとする。  

2．検討事項   

（1）歯科保健と食育の在り方に関する事項   

（2）その他  

3．検討会の運営   

（1）「歯科保健と食育の在り方に関する検討会」は、医政局長が有識者の参集を求めて  

開催する。  

■  （2）座長及び座長代理を置き、構成員の互選によりこれを定める。   
（3）検討会の庶務は、厚生労働省医政局歯科保健課において行う。  

4．その他  

（1）座長は討議の必要に応じ、適当と認められる有識者等を参考人として招致すること  

が出来る。   

（2）座長は討議の必要に応じ、検討会の下に小委員会を設置することができる。   

（3）検討会は原則として、公開とする。  
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歯科保健対策の概要について   

歯科保健対策は、従来、むし歯予防に重点が置かれ、むし歯の好発時期である小児期を  

中心に歯科健康診査などが行われてきたが、近年は歯周疾患予防にも重点がおかれ、成人  

と高齢者に対する歯科保健事業の推進が図られている。  

（1）歯科疾患の予防に対する普及啓発  

各都道府県や市町村において下記のようなものを中心に事業が展開されている。   

1）8020運動等  

平成元年に、国民の歯の健康づくりを推進していく一環として、80歳で20本  

以上の歯を保つことを目標とした「8020運動」が提唱され、8020運動推進特別事  

業等の活用により、8020運動等歯科保健対策を推進しているところ。  

また、平成12年には、21世紀における国民健康づくり運動（「健康日本21」）  

課題の1つとして、「歯の健康」に関する基本方針や目標が設定され、平成19年  

には、「新健康フロンティア戦略」において、今後、国民が自ら取り組んでいくべ  

き9つの分野の1つに歯の健康づくり（歯の健康力）が位置づけられた。   

2）歯の衛生週間  

毎年6月4日から10日まで行われており、その目的は、歯の衛生に関する正し  

い知識を普及するとともに、歯科疾患の予防の徹底を図ることにより、国民の健  

康を増進することである。   

3）母と子のよい歯のコンクール  

厚生労働省と日本歯科医師会が主催し、昭和27年当時、母子歯科保健の一層の  

推進のために設置されたものである。その後毎年実施されている。   

4）全国歯科保健大会  

本大会は、全国から歯科保健事業関係者の参加を求め、歯科保健の当面する諸  

問題について研究討議を行うなど、わが国の歯科保健事業の一層の推進を図るた  

めのもので、昭和55年に第1回が開催され、以来、各都道府県の持ち回りで毎年  

開催されている。  

（2）母子歯科保健  

母子歯科保健対策としては、乳幼児に対する口腔診査一保健指導が実施されてき  

た。3歳児及び1歳6か月児歯科健康診査結果における、1人平均う歯数は、着実に  

減少傾向を示している。   



（3）学校歯科保健  

学校における歯科保健対策としては、幼児、児童、生徒などに対して、歯及び口  

腔の健康診断が行われているが、文部科学省の学校保健統計では、12歳児の一人平  

均う歯数は減少傾向にあるなど、口腔内の状況は改善されてきている。  

（4）成人・高齢者の歯科保健  

老人保健法の保健事業として、昭和62年度から、「歯の健康」を重点とする健康  

教育と健康相談が導入された。その後、平成7年度から11年度まで歯周疾患検診が  

総合健康診査の中で行われ、12年度からは独立した検診として実施された。なお、  

歯周疾患検診は、平成20年度から、健康増進法に基づく健康増進事業として実施さ  

れているところ。  

また、平成18年度から介護予防の一環として、口腔機能の向上サービスが提供さ  

れており、さらに、在宅歯科保健医療を推進していく観点から、平成20年度から「歯  

の健康力推進歯科医師等養成講習会」及び「在宅歯科診療設備整備事業」を実施し  

ているところ。  

（5）歯科疾患実態調査  

本調査は、わが国の歯科保健状況を把握し、今後の歯科保健医療対策の推進に必  

要な基礎資料を得ることを目的として、昭和32年に第1回が実施され、以来、6年  

毎に実施し、直近では平成17年に調査が行われたところ。本調査により8020達成  

者の割合等が把握されている。  
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「  
20歯以上の歯を有する者の割合の推移  

厚生労働省 歯科疾患実態調査結果  
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3歳児歯科健康診査の結果の推移  

むし歯数は、2．90本（平成元年）→1．01本（平成19年）と年々減少している。  
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1歳6か月児歯科健康診査の結果の推移  

むし歯数は、0・22本（平成元年）→0．08本（平成19年）と年々減少している。  
むし歯有病者率は、7・4％（平成元年）→2．8％（平成19年）と年々減少している。  
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12歳児の一人平均う歯等数の年次推移   
（文部科学省 学校保健統計）  

う歯等数とは、未処置のむし歯、治療済みのむし歯、喪失歯の合計をいう。  
未処置のむし歯に限定すれば、1．35本（S59）→0．55本（H20）に減少  

5
 
 

4
 
 う
歯
等
数
 
（
本
 
）
 
 

3
 
 

2
 
 

1
 
 

S59 S60S61S62 S63 Hll」2 H3 H4 H5 H6 H7 日8 H9 HlO HllH12H13 H14 H15日16 H17H18H19 H20   



各ライフステージにおける歯科保健対策  
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健康日本21「歯の健康」に関する目標値①  
※「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本21）」の期間は、2012年度までとして、2010年度から最終評価を行う。   

1幼児期のう蝕予防  

ベースライン   中間実績値   目標値※   

う歯のない幼児の割合（3歳）   59．5％   68．7％   80％以上   

フツ化物歯面塗布を受けたことのある  

幼児の割合（3歳）   
39．6％   37．8％（注1）   50％以上   

間食として甘味食品・飲料を頻回飲食  29．9％（注2）   22．6％（注1）   15％以下   

する習慣のある幼児の割合（1歳6月）  
∝）  

2 学齢期のう蝕予防  

ベースライン   中間実績値   目標値※   

1人平均う歯数（12歳）   2．9歯   1．9歯   1歯以下   

フツ化物配合歯磨剤を使用している人  
45．6％（注2）   52．5％   

の割合  
90％以上   

過去1年間に個別的な歯口清掃指導を  12．8％（注2）   16．5％   30％以上   

受けたことのある者の割合  

注1：ベースラインデータに用いた調査と別の調査の結果である。  
注2：全国を対象とした調査結果ではない。   



健康日本21「歯の健康」に関する目標値②  

※「21世紀におrける国民健康づくり運動（健康日本21）」の期間は、2012年度までとして、2010年度から最終評価を行う。  

3 成人期の歯周病予防  

ベースライン   中間実績値   目標値※   

進行した歯周炎を有す  （40歳）   32．0％（注1）   26．6％   22％以下  

る者の割合  （50歳）   46．9％（注1）   42．2％   33％以下   

歯間部清掃用具を使用  （35～44歳）   19．3％   39．0％   50％以上  

する者の割合  （45～50歳）   17．8％   40．8％   50％以上   

4 歯の喪失の防止  

ベースライン   中間実績値   目標値※   

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者  

の割合   
11．5％   25．0％   20％以上   

60歳で24歯以上の自分の歯を有する者  

の割合   

44．1％   60．2％   50％以上   

過去1年間に歯石除去や歯面清掃を受  
けた者の割合（55～64歳）   

15．9％（注1）   43．2％   30％以上   

過去1年間に歯科検診を受けた者の割  

合（55～64歳）   
16．4％   35．7％   30％以上   

注1：ベースラインデータに用いた調査と別の調査の結果である。   



匪垂頂  

歯科保健と食育を取り巻く状況  

O「8020運動」の推進（平成元年～）   

… すべての国民が健やかで豊かな生活を過ごすため、80歳になっても自分の歯を  

20本以上保つことを目的とした「8020運動」の一環として、食生活を支える口腔機  

能の維持等について指導を推進されてきた。  

O「新健康フロンティア戟略」の推進（平成19年4月～）  

・・・国民自らが取り組んでいく関連分野として「歯の健康力」と「食の選択力」があり、  

生涯を通じて8020運動を推進する観点から、食育対策との連携が言匿われる。  

○日本歯科医師会等関係4団体から「食育推進宣言」が発表（平成19年6月）  

【食育推進宣言（抄）】  

1．「食べ方」を通して、生涯にわたって安全で快適な食生活を営むことを目的とした食育  

を推進する。  

2．あらゆる場と機会を通して、口の健康を守り五感で味わえる食べ方ができる食育を推進  

する。  

（日本歯科医師会、日本歯科医学会、日本学校歯科医会、日本歯科衛生士会）  

○日本歯科医師会より食育と歯科に関する目標値が設定（平成20年3月）  

○食青白書作成（平成18年版）以降、8020運動等の歯科保健に関する内容が記載。   

※平成20年版の白書においては、「子どものむし歯（P．16■20）」「歯科保健活動における  

食育の推進（P．63・64）」が項目として記載。  
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